
ベクトルの分解について特徴をまとめよ。１

四角形�$%&'�において�$&�%' �$'�が成り立つとき，四角形�$%&'�は平行四辺２

形であることを証明せよ。
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平行四辺形�$%&'�の辺�%&，&'�の中点をそれぞれ�(，

)�とする。また，$% E，$' G�とする。

���　$(，$)�をそれぞれ�E，G�を用いて表せ。

���　E，G�をそれぞれ�$(，$)�を用いて表せ。
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くた算の分解〉 〈ひき算の分解〉
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平行四辺形�$%&'�の対角線の交点を�2，辺�$%�を���等分する点のうち�%�に最も近い点４

を�(�とし，$% E，$' G�とする。2$，2%，2(�を�E，G�を用いて表せ。

平行四辺形�$%&'�において，辺�%&�を��：��に内分する点を�(，対角線�$&，５

%'�の交点を�)，線分�$(，%'�の交点を�*�とし，$% E，$' G�とする。

　$(，$)，*&�をそれぞれ�E，G�を用いて表せ。

&平行四辺形�$%&'�の辺�%&�の中点を�(，辺�&'�上の点で�&)�)' �：��を満たす点を�６

)�とする。$% D，$' E，$( X，$) Y�とするとき，D，E�を�X，Y�を用いて表せ。

＜今日のふりかえり＞
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